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Ⅰ 県内中小企業の経営動向

注１） 本文中の各ＤＩ値については、例えば「増加した」企業割合と「減少した」企業割合を四捨五入して

表記しているため、±０.１の範囲で差異が生じることがある。

注２） 「前期」：平成２２年４～６月期、「当期」：平成２２年７～９月期、「来期」：平成２２年１０～１２月期

１ 経営者の景況感と今後の景気見通し
景況感ＤＩは▲７６.７で３期連続で改善したが、先行きへの懸念が強まった。
業種別にみると、製造業は３期連続で改善したが、非製造業はほぼ横ばいだった。

＜景況感ＤＩの推移＞

当 期 前 期 前年同期

全 体 ▲７６.７ ▲７７.５ ▲８７.４

製 造 業 ▲７０.５ ▲７２.１ ▲８７.８

非製造業 ▲８１.０ ▲８１.２ ▲８７.０

＜「良い方向に向かう」と回答した割合＞ ＜「悪い方向に向かう」と回答した割合＞

当 期 前 期 当 期 前 期

全 体 ３.４％ ４.４％ 全 体 ４３.９％ ３４.９％

製 造 業 ３.８％ ５.６％ 製 造 業 ４１.７％ ２８.３％

非製造業 ３.２％ ３.５％ 非製造業 ４５.５％ ３９.４％

２ 売上げについて
売上げＤＩは▲２３.７で２期連続改善。来期も改善する見通し。
業種別にみると、製造業は２期ぶりに悪化したが、非製造業は２期連続で改善した。
来期については、製造業、非製造業ともに当期の売上げＤＩを上回る見通しである。

＜売上げＤＩの推移＞

当 期 前 期 前年同期 来期見通し

全 体 ▲２３.７ ▲２７.４ ▲４０.０ ▲１４.２

製 造 業 ▲１７.０ ▲１２.１ ▲３２.６ ▲１３.０

非製造業 ▲２８.５ ▲３７.７ ▲４５.８ ▲１５.０

３ 資金繰りについて
資金繰りＤＩは▲２６.３でほぼ横ばい。来期は改善する見通し。
業種別にみると、製造業、非製造業ともにほぼ横ばいだった。
来期については、製造業は当期の資金繰りＤＩを下回るが、非製造業は上回る見通しである。

＜資金繰りＤＩの推移＞

当 期 前 期 前年同期 来期見通し

全 体 ▲２６.３ ▲２６.２ ▲４３.２ ▲２２.９

製 造 業 ▲２０.３ ▲１９.９ ▲４２.５ ▲２０.９

非製造業 ▲３０.６ ▲３０.５ ▲４３.７ ▲２４.４

持ち直しの動きは続いているものの、

テンポは緩やかになっている。

先行きには不透明感がみられる。

○ 経営者の景況感ＤＩは３期連続で改善したが、先行きへの懸念が強まった。

○ 売上げＤＩは２期連続で改善し、来期も改善する見通し。

○ 資金繰りＤＩはほぼ横ばいで推移、来期は改善する見通し。

○ 採算ＤＩはほぼ横ばいで推移、来期は改善する見通し。

○ 設備投資の実施率は２期連続で上昇したが、来期は低下する見通し。
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４ 採算について
採算ＤＩは▲３７.５でほぼ横ばい。来期は改善する見通し。
業種別にみると、製造業は６期ぶりに悪化したが、非製造業は３期連続で改善した。
来期については、製造業、非製造業ともに当期の採算ＤＩを上回る見通しである。

＜採算ＤＩの推移＞

当 期 前 期 前年同期 来期見通し

全 体 ▲３７.５ ▲３７.４ ▲５１.４ ▲２７.５

製 造 業 ▲３１.４ ▲２９.６ ▲４８.３ ▲２５.４

非製造業 ▲４１.９ ▲４２.８ ▲５３.７ ▲２９.０

５ 設備投資について
実施率は１９.３％で２期連続上昇。来期は低下する見通し。
業種別にみると、製造業は２期連続で上昇したが、非製造業は３期ぶりに低下した。
来期については、製造業、非製造業ともに低下する見通しである。
＜設備投資の実施率＞

当 期 前 期 前年同期 来期見通し

全 体 １９.３％ １７.９％ １６.６％ １４.１％

製 造 業 ２７.１％ ２２.３％ ２０.２％ １８.５％

非製造業 １３.７％ １５.０％ １３.８％ １０.９％

６ ヒアリング調査の概況（詳しくは１３頁以降をご覧ください）

７ 特別調査事項結果の概況 「経営の向上を図るための新たな取り組みについて」
（詳しくは２０頁以降をご覧ください）

製 造 業：一部に厳しい状況がみられるものの、持ち直しの動きが続いている

小 売 業：一部に持ち直しの動きがみられるものの、弱い動きが続いている

情報サービス業：悪化が続いている

建 設 業：悪化が続き、厳しい状況となっている

「世間一般的には不況であると思うが、業界としてはそれほど悪い状態ではない」（金属製品）

「内需型の企業は回復しておらず、厳しい状況に置かれている」（銑鉄鋳物）

「猛暑効果に期待したが、客単価が低く思うように伸びなかった」（百貨店）

「中国進出が軌道に乗れば、売上げが増加するのではないか」（一般機械）

「今後もまだ悪くなる。大手といえども悪くなるだろう」（印刷業）

「他の業界と比較して好不況にズレがあり、先が見えない状態が続いている」（建設業）

景 況 感

企業の声

○ 「経営計画の有無」については、「計画あり」とする企業が５９.３％であり、業種別では

製造業が６４.４％、非製造業が５５.７％で、製造業が８.７ポイント高くなっている。

○ 「経営や技術向上のための新たな取り組み」については、「取り組んでいる」企業が

４２.８％、業種別では製造業５０.７％、非製造業３７.１％で、製造業が１３.６ポイント高

くなっている。

○ 「取り組み内容」については、「社員の意識改革」が４９.３％と最も高く、「販路先の開

拓」（４４.６％）、「新たな生産・販売方式の導入」（３７.９％）と続いている。

○ 「直近の決算状況」については、売上高、経常利益、付加価値額、従業員数のすべての項

目で、「経営計画を立てている」企業が、「経営計画を立てていない」企業に比べ「増加」

の割合が高かった。


